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3繍鮒 盾P三三欝欝難
　3／　試験装置及び機器

　　　　水系環境調節装置　　流水式

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器ECD

　3．2　試験条件

　　3，2／　TLm試験

　　　亀）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　ヒメダカ平均体重0・39　塩化第二水銀合格魚

　　　　　※田端健二　用水と廃水∠五　1．297～ノ303（1972）

　　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）

　（b）分散剤

　　　　ポリオキシエチレン高級脂肪酸グリコールエステル

　　　　　（高級脂肪酸：リシノール酸水素添加物）

　　　　第1濃度区試科　1重量に対し　分散剤　2重量使用

　　　　第2濃度区　試料　／重量に対し　分散剤　20重量使用

　（c）試験温度

　　　　25’士2℃

　（d）結　　果

　　　　48TLm値　3000Plm以上

32．2　濃縮度試験

⑫）試験魚

　　　　コイ　平均体重　約309

　　　　　　　平均体長　約／1㎝

（b）試験温度

　　　　25’±2℃

（c）試験濃度

　　　設定値

　　　　予備試験により48TLm値は3000Pl即以上（3000PI皿

　　　で生存率ノ00多）であるが、水槽濃度が高くなるので分析

　　　の検出限界※を考慮して設定濃度を次のように定めた。

　　　　　　第／濃度区　一　／ppn

　　　　　　第2濃度区　一〇／p即

　※　昭和49年度覧化学物質環境調査分析方法、

　　　環境庁企画調整局，環境保健部保健調査室

　　　p．．2．2～：P．23検出限界，生物質0／p脚



実測値

　表一／ 濃縮倍率を求めるための平均濃度（四n）
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※　シリカゲルの調製

　　　　　和光純薬工業製　（ワコーゲルe－200）を使用

　／）　シリカゲルを濃塩酸に懸濁し一夜放置後黄色の上澄液を除

　　　き、次に水で。グが検出され老いまで洗う。

　　　さらに95％エタノール．乾燥エーテルで繰り返す。

　　　！／0℃で2群時間乾燥し、活性化した後7％の水を加えた

　　　ものを使用した。

　・2）　カラムクロマトグラフィー

　　　内径20㎜、長さ30㎝のクロマト管にB一ヘキサンに浸し

　　　たシリカゲル109を充てんする0

　3）　溶離液

　　　n一ヘキサン　　∫0認

　　　4％エーテル．n一ヘキサン　　20認　20祀　60些．20祀

　　　流速　　1祀／顧

　“）　3）の溶離液60㎡を分取しノ00泌に定容しG　Oによ力

　　　定量した0

3・Z“　分析条件

　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器

　　　　キャリアガス　　1モ2

　　　　充てん剤　OV－173％ガスクロムQ
　　　　ガラスカラム　　2鱒1φ×2勉

　　　　カラム温度　 ・275層G

　　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）

農　試験結果

　　　　　　表一2　濃　縮　倍　率
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一　　※　魚体中の全濃度がブランク値以下の検出量であった
　　　ため結果が得られなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上




